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注意事項 

本書を必ずよく読み、ご理解された上でご利用ください 

 
 
  【ご利用にあたって】 

1. 本製品をご利用になる前には必ず取扱説明書をよく読んで下さい。また、本書は必ず保管し、使用上不明な点があ

る場合は再読し、よく理解して使用して下さい。 

2. 本書は株式会社北斗電子製マイコンボードの使用方法について説明するものであり、ユーザシステムは対象ではあ

りません。 

3. 本書及び製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。本書の無断複

写・複製・転載はできません。 

4. 弊社のマイコンボードの仕様は全て使用しているマイコンの仕様に準じております。マイコンの仕様に関しましては

製造元にお問い合わせ下さい。弊社製品のデザイン・機能・仕様は性能や安全性の向上を目的に、予告無しに変更

することがあります。また価格を変更する場合や本書の図は実物と異なる場合もありますので、御了承下さい。 

5. 本製品のご使用にあたっては、十分に評価の上ご使用下さい。 

6. 未実装の部品に関してはサポート対象外です。お客様の責任においてご使用下さい。 

【限定保証】 

1. 弊社は本製品が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、本書に記載された動作を保証致します。 

2. 本製品の保証期間は購入戴いた日から１年間です。 

【保証規定】 

保証期間内でも次のような場合は保証対象外となり有料修理となります 

1. 火災・地震・第三者による行為その他の事故により本製品に不具合が生じた場合 

2. お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用で本製品に不具合が生じた場合 

3. 本製品及び付属品のご利用方法に起因した損害が発生した場合 

4. お客様によって本製品及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

【免責事項】 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許権侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明示・黙示に拘わらず

一切の保証は致し兼ねます。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や製品の使用方法に起因する損失金・費用

には一切責任を負いません。損害の発生についてあらかじめ知らされていた場合でも保証は致し兼ねます。 

ただし、明示的に保証責任または担保責任を負う場合でも、その理由のいかんを問わず、累積的な損害賠償責任は、弊

社が受領した対価を上限とします。本製品は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に

一切の責任を負うものとします。弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。 

保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用されません。よって転

売による第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任を負いません。 

本製品を使った二次製品の保証は致し兼ねます。 
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安全上のご注意 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵記号の意味 

 

一般指示 

使用者に対して指示に基づく行為を

強制するものを示します  

一般禁止 

一般的な禁止事項を示します 

 

電源プラグを抜く 

使用者に対して電源プラグをコンセ

ントから抜くように指示します  

一般注意 

一般的な注意を示しています 

 
 
 
 

 

 

以下の警告に反する操作をされた場合、本製品及びユーザシステムの破壊・   

発煙･発火の危険があります。マイコン内蔵プログラムを破壊する場合もあります。 

1. 本製品及びユーザシステムに電源が入ったままケーブルの抜き差しを行わない

でください。 

2. 本製品及びユーザシステムに電源が入ったままで、ユーザシステム上に実装さ

れたマイコンまたはＩＣ等の抜き差しを行わないでください。 

3. 本製品及びユーザシステムは規定の電圧範囲でご利用ください。 

4. 本製品及びユーザシステムは、コネクタのピン番号及びユーザシステム上のマ

イコンとの接続を確認の上正しく扱ってください。 

 

発煙･異音･異臭にお気付きの際はすぐに使用を中止してください。 

電源がある場合は電源を切って、コンセントから電源プラグを抜いてください。そ

のままご使用すると火災や感電の原因になります。 

 

製品を安全にお使いいただくための項目を次のように記載しています。絵表示の意味をよく理解した上で

お読み下さい。 

表記の意味 

取扱を誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じる可能性が

ある事が想定される 

 

取扱を誤った場合、人が軽傷を負う可能性又は、物的損害のみを引き起こすが

可能性がある事が想定される 
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以下のことをされると故障の原因となる場合があります。 

1. 静電気が流れ、部品が破壊される恐れがありますので、ボード製品のコネク

タ部分や部品面には直接手を触れないでください。 

2. 次の様な場所での使用、保管をしないでください。 

ホコリが多い場所、長時間直射日光があたる場所、不安定な場所、      

衝撃や振動が加わる場所、落下の可能性がある場所、水分や湿気の多い

場所、磁気を発するものの近く 

3. 落としたり、衝撃を与えたり、重いものを乗せないでください。 

4. 製品の上に水などの液体や、クリップなどの金属を置かないでください。 

5. 製品の傍で飲食や喫煙をしないでください。 

 

ボード製品では、裏面にハンダ付けの跡があり、尖っている場合があります。 

取り付け、取り外しの際は製品の両端を持ってください。裏面のハンダ付け跡

で、誤って手など怪我をする場合があります。 

 

CD メディア、フロッピーディスク付属の製品では、故障に備えてバックアップ   

（複製）をお取りください。 

製品をご使用中にデータなどが消失した場合、データなどの保証は一切致し

かねます。 

 

アクセスランプがある製品では、アクセスランプが点灯中に電源を切ったり、パソ

コンをリセットをしないでください。 

製品の故障の原因となったり、データが消失する恐れがあります。 

 

本製品は、医療、航空宇宙、原子力、輸送などの人命に関わる機器やシステム

及び高度な信頼性を必要とする設備や機器などに用いられる事を目的として、設

計及び製造されておりません。 

医療、航空宇宙、原子力、輸送などの設備や機器、システムなどに本製品を

使用され、本製品の故障により、人身や火災事故、社会的な損害などが生じ

ても、弊社では責任を負いかねます。お客様ご自身にて対策を期されるよう

ご注意ください。 
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概要 

 

 本書は、フラッシュメモリ内蔵のルネサス エレクトロニクス製RA4M1マイコン搭載ボードを使用したLCDタッチキー

の評価キットのサンプルソフトウェアを説明する資料となります。 

 

 サンプルプログラムには、セグメントLCDを制御する部分と、タッチキーの読み取りをする部分、その他（UART, 

RTC、タイマ等）のコードが含まれます。 

 

 タッチキーのプログラムを行う際、ルネサスエレクトロニクス製のツールとして、QE for touchを使用する方法もあり、

そちらは別マニュアルで解説を行っています。本マニュアルでは、自己容量タイプのキー読み取りの当社で作成した

サンプルプログラムを解説していますので、CDに含まれるソースと本マニュアルを相互に参照頂きたく。 

 

 本書で解説するサンプルプログラムは触れているキーを検出する部分のエッセンスを抜き出したものとなっていま

す。そのため、単純なコードとなっており、ルネサス RA マイコンのタッチキー機能(CTSU)の基本的な動作をモニタす

るのに適しているかと考えます。 

 

 実際のタッチキーアプリケーションを組む際には、ノイズや特性の経時変化等を考慮する必要がある場合がありま

すので、QE ベースでプログラムを作成するか、タッチキーの仕組みを理解した上で、お客様のシステムに応じたプロ

グラム設計をお願い致します。 
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サンプルプログラム CD 

 

－ソースファイル－ 

 

フォルダ  内容 

SOURCE¥RA4M1_LCD_CTSU¥ src¥common 共通で使用する関数等 

 src¥ctsu タッチキー読み取り 

 src¥intr 割り込み設定 

 src¥lcd_seg セグメント LCD制御 

 src¥rtc リアルタイムクロックドライバ 

 src¥sci SCI(UART)ドライバ 

 ¥settings 設定ファイル 

 src¥timer タイマドライバ 

 src¥hal_entry.c エントリ関数サンプル 

 

 本キットは、ソースファイルの形で構成されていますので、RA マイコン向けのどの開発環境で動作させる事は可能

かと考えますが、開発環境は e2studioを想定しています。 

 

 サンプルプログラムは、e2studio(V7.8.0) + GNU Tools for ARM Embedded Processors (arm-none-eabi-gcc) 

2019-q4 + FSP v1.1.0 で動作を確認しています。 

 

－バイナリファイル－ 

 

 コンパイル、リンク後の mot ファイル(srec)を格納しているフォルダです。マイコンボードに書き込んで動作確認を行

う用途等に使用してください。 

 

フォルダ  内容 

BINARY¥ RA4M1_LCD_CTSU.srec LCD制御とタッチキー読み取り 

 

－アーカイブファイル－ 

 

 プロジェクトを、zip ファイルに固めたものです。e2studioのワークスペースにインポートする事が可能です。 

 

フォルダ  内容 

ARCHIVE¥ RA4M1_LCD_CTSU.zip LCD制御とタッチキー読み取り 

 

※QE CapTouch導入編 マニュアルで説明している部分です 

フォルダ  内容 

ARCHIVE_QE¥ RA4M1_LCD_CTSU_QE.zip QEforTouchを使用したプロジェクト 
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－ドキュメント－ 

 

 本書を含むマニュアル類を格納しているフォルダです。 

 

フォルダ  内容 

MANUAL¥  マニュアル類 
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1. サンプルプログラムのビルドと書き込み 
 

(1)マイコンボード（搭載マイコン種）に応じたプロジェクトを作成 

 

 新規プロジェクト作成で、Renesas RA C Executable projectを選択 

 

  

任意の名称を入力する 
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 使用するマイコンボードに搭載されているマイコンを選択する。（デバッガを使用する場合は、デバッガを選択する） 

 

 

 Bare Metal - Minimal 側を選択。終了。  

Deviceの選択ボタンを押す 

→ボード搭載マイコンを選択 

デバッガを使用する場合は、お使いのデバッガを選択する 

R7FA4M1AB3CFP 

を選択 
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(2)クロックの設定 

 

Configuration.xmlの Clocks タブを開く 

 

 

 

(1)XTAL 8,000,000 (8MHz)を入力（ボード搭載クロック値） 

（PLL Div/2 を選択 PLL入力分周比 1/2 デフォルトのまま） 

(2)の PLL逓倍比は x12を選択） 

PLL 48MHz, ICLK 48MHz となれば問題ありません。 

（クロック設定は、マイコンのスペック内であれば選択は自由ですが、プログラム上、上記周波数を前提にしている部

分があります。）  

(1)数値を入力 
PLL入力分周比 

XTAL を入力 

(2)PLL逓倍比 
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 GUIでクロック設定後、Create Project Contentボタンを押すと、クロック設定のソースコードが自動生成されます

が、この後割り込み設定を行い、最後にコード生成を実行させますので、ここではコード生成はせず先に進んで良い

です。 

 

(3)ソースをプロジェクトに追加（コピー） 

 

 プログラムは、ソースファイルの形で CD内に格納されています。 

 

SOURCE¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥ 

 

 上記フォルダ以下を、作成したプロジェクトのソースフォルダ(src)以下にコピーしてください。 

 

SOURCE¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥hal_entry.c 

 

 上記ファイルを、src以下の hal_entry.cに上書きするか、以下を参照して、hal_entry.cを書き換えてください。 

 

hal_entry.c（抜粋、コメントは一部削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 hal_entry.cに追加が必要な部分を赤字で示します。 

 

 intr_init(), rtc_init(), lcd_init()は、割り込み、リアルタイムクロック、LCDの初期化。ctsu_main()は、タッチキーのメ

イン処理ルーチンとなります。 

  

#include "hal_data.h" 

 

#include "common/common.h" 

#include "intr/intr.h" 

#include "rtc/rtc.h" 

#include "lcd_seg/lcd_seg.h" 

#include "ctsu/ctsu.h" 

 

 

FSP_CPP_HEADER 

void R_BSP_WarmStart(bsp_warm_start_event_t event); 

FSP_CPP_FOOTER 

 

void hal_entry(void) { 

    /* TODO: add your own code here */ 

 

    intr_init(); 

    rtc_init(); 

    lcd_init(); 

    ctsu_main(); 

} 

 

void R_BSP_WarmStart(bsp_warm_start_event_t event) { 

    if (BSP_WARM_START_RESET == event) { 

#if BSP_FEATURE_FLASH_LP_VERSION != 0 

 

        R_FACI_LP->DFLCTL = 1U; 

 

#endif 

    } 

 

if (BSP_WARM_START_POST_C == event) { 

    /* C runtime environment and system clocks are setup. */ 

 

    /* Configure pins. */ 

    R_IOPORT_Open(&g_ioport_ctrl, &g_bsp_pin_cfg); 

    } 

} 

追加 

追加 
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 コピー後は、 

 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥common 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥ctsu 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥intr 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥lcd_seg 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥rtc 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥sci 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥settings 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥timer 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥src¥hal_entry.c 

 

 上記の様なフォルダ構成となります。（RA4M1_LCD_CTSU は、作成したプロジェクト名） 

 

 

 

 

 コピー後のフォルダは上記の様になります。ｌ 

  

上書き（もしくは、中身を書き換える） 

CDの SOURCE以下からコピー 
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(4)割り込み設定 

 

 RAを e2studio+FSP(*1)の組み合わせで使用する際は、割り込みが GUI上で設定できる様になっています。 

 

(*1)ルネサスエレクトロニクスから提供されている RA向けの Free Software Package 

 

e2studioのプロジェクト画面を示します。 

 

  

 

設定(Configuration.xml)の、Interrupt タブを開き、NewUserIventを押してください 

  

Interrupts タブ 

NewUserIventボタン 

Configuration.xml 
Interrupts タブ 

NewUserIventボタン 
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 SCI - SCI1 - SCI1 RXI 

 を選択してください。 

 

 

 

 名称を入力するダイアログボックスが出ますので、 

intr_sci1_rxi 

と入力してください。OKを押す。 

 

※この名称はソースファイル内の割り込み関数の関数名と対応していますので、別な名称とした場合は、ソースの一

部変更が必要です 

  



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
14 

 

 

 上記操作を行うと、割り込み設定に、SCI1-RXI割り込みが、intr_sci1_rxi という名称（関数名に対応）で追加されま

す。 

 

 同様に、 

 

グループ モジュール 種別 定義名 

AGT AGT0 AGT0 INT intr_agt0_agti 

RTC  RTC PERIOD intr_rtc_prd 

CTSU  CTSU WRITE intr_ctsu_ctsuwr 

CTSU  CTSU READ intr_ctsu_ctsurd 

CTSU  CTSU END intr_ctsu_ctsufn 

 

 AGT と RTC と CTSUの割り込みを追加してください。（表の上からの順番で） 

 

追加後は、上記の様になります。Create Project Contentを押してください。（コードが自動生成されます）  

割り込み番号 関数名 
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上記の画面が出た場合は、「続行」してください。 

 

・割り込み番号定義 

割り込み番号(*1) 割り込み種別 定義名(*2) 

0 SCI1 RXI intr_sci1_rxi 

1 AGT0 INT intr_agt0_agti 

2 RTC PERIOD intr_rtc_prd 

3 CTSU WRITE intr_ctsu_ctsuwr 

4 CTSU READ intr_ctsu_ctsurd 

5 CTSU END intr_ctsu_ctsufn 

 

割り込み番号と割り込みの種別、定義名は上記となる様に設定してください。 

 

(*1)が上記と異なる場合は、src¥common¥board_settings.h 内の定義番号を変更してください。 

 

board_settings.h 

 

 

 

 

 

 

 board_settings.h内には、割り込み番号の定義（プログラム内や割り込みの初期化時に使用）がなされていますの

で、e2studio FSPの割り込み設定（番号）が上記と異なる場合は、board_settings.h内の定義値（数値）を FSPの

設定に従い変更してください。 

 

(*2)が上記と異なる場合は、ソース内の関数名を(*2)に合わせて修正する必要があります。 

 

intr_sci1_rxi 

 

→src¥sci¥sci.c内に、intr_sci1_rxi() という関数が定義されていますので、（FSPの設定を前出の名称から変更し

た場合は）FSPの設定と合わせる様にしてください。 

  

//割り込み番号（IELSR の番号） 

#define INTR_SCI1_RXI    0 

#define INTR_AGT0_AGTI   1 

#define INTR_RTC_PRD      2 

#define INTR_CTSU_CTSUWR 3 

#define INTR_CTSU_CTSURD 4 

#define INTR_CTSU_CTSUFN 5 
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intr_agt0_agti 

 

→src¥timer¥agt.c内に、intr_agt0_agti() という関数が定義されていますので、FSPの設定と合わせる様にしてくだ

さい。 

 

intr_rtc_prd 

 

→src¥rtc¥rtc.c内に、intr_rtc_prd() という関数が定義されていますので、FSPの設定と合わせる様にしてください。 

 

intr_ctsu_ctsuwr, intr_ctsu_ctsurd, intr_ctsu_ctsufn 

 

→src¥ctsu¥ctsu_intr.c内に、intr_ctsu_ctsuwr(), intr_ctsu_ctsurd(), intr_ctsu_ctsufn() 

 という関数が定義されていますので、FSPの設定と合わせる様にしてください。 
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(5)ビルド 

 

 

 

 

 

 

 トンカチのアイコンをクリックすると、プログラムがビルドされます。 

  

プロジェクトを右クリック 

#defineの定数を変更した際は、 

 

インデックス － 再ビルド 

 

を実行してください。（この操作を行わないと、定数の変更

が反映されない場合があります） 
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プロジェクトを右クリックして、プロパティを開き、 

 

 

 

 GNU ARM Cross Create Flash Image － General 

 

Output file format 

 

 で、生成されるファイル（モトローラ-S(mot)か Intel hexか）を変更可能です。 

 

 ビルド結果は、（デフォルトから変更しなければ） 

 

[Workspace]¥RA4M1_LCD_CTSU¥Debug¥RA4M1_LCD_CTSU.srec 

 

 ワークスペースフォルダの下のプロジェクト名フォルダの下の Debug フォルダ内に、「プロジェクト名.srec」というファ

イルで生成されます。このファイルをマイコンボードに書き込んでください。 

 

※RAのデフォルトは拡張子".srec"である事に注意ください（中身は、.motファイルと同じ形式です） 
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(6)デバッガ接続（オプション） 

 

 

 プロジェクトを右クリック、デバッグ－でバックの構成 

 

  

  

複数のプロジェクトが開かれている場合は、 

設定したいターゲットの設定を選択 
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 Debugger タブ 

Debug hardware お手持ちのデバッガを選択 

メインクロックソース 「外部クロック」 

外部クロック入力周波数(MHz) 「8」 

エミュレータから電源を供給する(MAX 200mA) 「いいえ」 ※はいとすると接続エラーとなります 

 

エミュレータの タイプ は、E2Liteの場合は「SWD」、E2の場合は「JTAG」「SWD」のどちらかとなります。 

 

デバッグボタンを押すと、デバッガ接続、閉じるを押すと設定保存となります。 
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 E2, E2Liteの場合デバッガをマイコンボードの 14P コネクタに接続。デバッガ選択ジャンパを、接続するデバッガに

応じて選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※オプションの 20P コネクタを使用する場合は、ジャンパ設定は不要です 

  

 

J20: 

E2Liteの場合 2-3 をショート（上側） 

E2の場合 1-2 をショート（下側） 

デバッガ接続コネクタ(14P) 

デバッガ接続コネクタ(20P) 

[オプション仕様でコネクタ実装] 
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 ビルド後、 

 

デバッガ接続 

 

 

 

で、マイコンボードに対して、プログラムの書き込み（及びデバッグ）を行う事ができます。 

 

 デバッガをお持ちであれば、RenesasFlashProgrammerを使用した書き込みより、こちらの方が手早く行えるかと

考えます。 

 

[参考] 

 

 

 デバッガ接続時、上記のエラーが出た場合は、J20のジャンパを確認してください。 

 

  

虫のアイコンをクリック 
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デバッグ時は、プロジェクトを右クリックして、プロパティを開き、 

 

 

 Optimization 

 

Optimize Level 

 

-O2（デフォルト）から(None) -O0 

を選択した方がデバッグがやり易い場合もありますので、必要に応じて変更してください。 

  



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
24 

(7)プログラムの書き込み 

 

 ビルドしたプログラムをマイコンボードに書き込みを行って、プログラムを実行してください。デバッガ使用時は、デバ

ッガ接続、プログラムをダウンロードした段階で、プログラムの書き込みは終了していますので、本ステップは不要で

す。プログラムの書き込みには、RenesasFlashProgrammer（以下 RFP）を使用しますので、予めダウンロード、イン

ストールを行っておいてください。 

 

※プログラムの書き込みは、USBケーブルを使う方法や、デバッガを使う方法等、何種類かあります。ここでは、キッ

ト付属の USB-Serial変換ケーブル(USB-1S(JST)で書き込みを行う手順を示します。 

 

(7-1)接続 

 

 MDジャンパ(J15)を挿す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 UARTインタフェースコネクタ(J19)に、USB-1S(JST)（キット付属）を挿し、PC と接続する。 

 ボードに電源を供給する(5V)。 

  

 

ジャンパピンを挿す 
 
 
 

J19に USB-1S 

を挿し、PC と接続 
 
 
 

電源を供給する 
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(7-2)RFPの起動とマイコンボードへの接続 

 

 

 RFP を起動し、 

ファイル－新しいプロジェクトを作成 

 

 

 

・マイクロコントローラ 

RA 

を選択する。 

 

・プロジェクト名 

 任意の名称を入力 
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・ツール 

COM port 

に変更してください 

 

・ツール詳細 

 

 

COMnn : Prolific USB-to-Serial Comm Port 

 を選択してください（nnの部分は、環境によって異なります） 

 

※複数の COMポートがある場合は、デバイスマネージャや、USB-1Sを抜いた状態で表示が消えるか等で、USB-

1Sの COMポート番号を確定させてください。 

 

 

 

 接続を押す 
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 接続が成功しました、という表示となれば OKです。 

 

－エラーの場合－ 
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 上記の様なエラーとなった場合は、ボード上のリセットスイッチ(SW2)を押して、再度「新しいプロジェクトの作成ウィ

ンドウの"接続"ボタン」を押してください。 

 

 なお、「ツールとの接続に失敗しました」というエラーの場合は、当該 COMポート（上記例では、COM2）で端末が

開いていないかを確認してください。端末が開いている場合は、その端末を閉じてください。 

 

(7-3)プログラムの書き込み 

 

 

 

 参照ボタンを押し、書き込むMOT ファイル(.srec)を選択してください。 

（[Workspace folder]¥RA4M1_LCD_CTSU¥Debug¥RA4M1_LCD_CTSU.srec） 

 

 マイコンボード上のリセットスイッチ(SW2)を押してください。（もしくは、ボードの電源を落として再度投入してくださ

い） 

 

 スタートボタンを押してください。 
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 正常終了、「操作が成功しました」と表示されれば OKです。 

 

 マイコンボードにプログラムの書き込みは成功しています。 

 

 エラー（「デバイスから反応がありません」）となった場合は、ボード上のリセットスイッチ(SW2)を押して、再度スター

トボタン」を押してください。 
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2. サンプルプログラムの動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 接続例 

 

 MDジャンパ(J15), USB_VBUSジャンパ(J17), P205ジャンパ(J14), P206ジャンパ(J16), CANジャンパ(J11)を

抜いてください。 

 電源選択ジャンパ(J25)は、2-3ショート（下側）としてください。 

 

 LCD タッチキー基板の J4に、USB-Seial変換ケーブル(USB-1S)を接続し、PC とも接続してください。 

 

 電源コネクタ(J8)に、5Vを印加してください。（もしくは、USB-1Sから、LCD タッチキー基板の JP9をショートさせて

給電） 

  

 

マイコンボード 
(HSBRA4M1F100) 

LCD タッチキー基板 

PCに接続 
(USB) 

電源を接続(5V) 

ジャンパ 
オープン 

MDジャンパ(J15) 

USB給電ジャンパ(JP9) 

J25ジャンパ 
下側 
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 以下、サンプルのプログラムが書かれている場合の動作を説明します。 

 

 LCD画面に以下の表示が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キーパッドに触れると、触れているキーの数字の右側に * が表示されます。 

 

  

全点灯 

キー入力待ち 

K1（キーパッド）を押した場合 

この期間は 

タッチキーパッドに 

触れないでください 
初期化中 

点滅 
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 USB-1S と PCを接続し、仮想端末（teratermや putty等）を、115,200bpsで開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 端末には、上記メッセージが表示されます。キーボードからコマンドを入力する事により、数値のモニタ等が行えま

す。 

  

Copyright (C) 2020 HokutoDenshi. All Rights Reserved 

HSBRA4 Self Cap touchkey, segment LCD sample program boot! 

 

Please do NOT touch key pad! 

 

offset optimize & no-touch data scaning... 

 

（中略） 

 

initial sens value measure... 

 

initialize finished. 

 

TEST MENU: 

  m : sens value monitor 

  t : tuning key parameter 

  p : print initial reference value 

  s : statistics data print 

  d : LCD display mode change 

  i : re-initialize 

> 
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・m コマンド（数値モニタ） 

 

 キーボードから、小文字"m"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2秒毎に、そのときの測定値が表示されます。 

 

 key:   K4(TS17) は、LCD タッチキー基板の"K4", マイコンの信号は TS17です。 

（並び順が、TSxxになっており、キーパッドの順番でない事に注意願います） 

 

initial:   初期（キーにタッチしていないとき）の測定値です 

 

sens value:   現時点の測定値です。2秒毎に値が表示されます。数値の後に(*)が付いているものは、タッチしてい

ると判断されているキーです。 

 

 測定値は、電極の容量に対応しています。指でキーパッドに触れると、容量値が増加し、測定値が増加します。 

 

 キーボードから何か適当なキーを入力すると、表示は終了します。 

 

  

sens value monitor(press any key to exit)> 

key :     K4(TS17) K3(TS21) K2(TS22) K1(TS28) 

initial :  1560    1489    1611    1487 

 

sens value : 

           1540    1430    1636    1477 

           1528    1462    1589    1526 

           1600    1477    1624    1466 

           1596    1547    1584    1531 

           1599    1473    1615    1435 

           1568    1480    1691    1528 

           1560    1510    1654    2592* 

           1544    1497    1613    1489 

           2698*   1537    1628    1502 

           1550    1539    1560    1508 

 

> 

時系列 

2秒毎に値を表示 

初期値 

（タッチしていない時の測定値） 

タッチしたときの数値 
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・t コマンド（閾値のチューニング） 

 

 キーを押したかどうかの判定は、初期値（タッチしていない場合の測定値）から 20%値が増えた場合としています。

但し、この閾値は暫定値で、実際にタッチを行った際の増分が反映されていません。t コマンドは、実際にタッチしたと

きの値を測定し、タッチ／非タッチの閾値を最適化します。 

 

 キーボードから、小文字"t"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 t コマンド実行前は、一律 20%増加点を閾値としていますが、t コマンド実行後はタッチ／非タッチの中間を閾値に設

定します。 

 

※t コマンド実行後でも見かけ上の動作は変わりませんが、タッチ判定を行う閾値は変更されています 

 

  

threshold value optimize... 

 

Please touch key pad -> K1 

& PC keyboard enter 

 

touch data scaning... 

 

 key scan end. 

 

  key pad(TS ch) = K1(TS28) 

 

  touch(ave) = 2593 no-touch(ave) = 1487 

 

 

Please touch key pad -> K2 

& PC keyboard enter 

 

[中略] 

 

Please touch key pad -> K4 

& PC keyboard enter 

 

touch data scaning... 

 

 key scan end. 

 

  key pad(TS ch) = K4(TS17) 

 

  touch(ave) = 2770 no-touch(ave) = 1560 

 

 

 tuning end. 

 

 

> 

タッチ時と非タッチ時の測定値が表示されます 

この表示の後、キーパッド"K1"に触れ、 

キーボードの[Enter]を押す 

以下、K2~K4まで同様に、キーパッドに触れ 

[Enter]を押す 

この表示の後、キーパッドから指を離して OK

です 

全てのキーのチューニング 

（閾値）の更新が終わりました 
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・p コマンド（初期値の表示） 

 

 タッチキーの動作を左右するパラメータは、起動時に値を最適化しています（詳細は後述）。その値と、現在の閾値

を表示します。 

 

 キーボードから、小文字"p"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CTSURICOA:   リファレンス ICOの入力電流(*1) 

CTSUSO:   電流オフセット量(*1) 

Sens:   非タッチ時の測定値（m コマンドの initial と同じ値） 

threshold:   判定閾値（t コマンド実行前は、1.2です） 

 

(*1)起動時にプログラムで最適化されています。詳細は後述しますが、タッチキー機能(CTSU)を使用する上で、感度

や測定誤差に関わるパラメータです。 

 

  

print initial reference value> 

 

TSxx    : CTSURICOA, CTSUSO :  Sens : threshold 

K4(TS17):        35,    279 :  1560 : 1.387 

K3(TS21):        30,    268 :  1489 : 1.348 

K2(TS22):        35,    245 :  1611 : 1.312 

K1(TS28):        30,    227 :  1487 : 1.371 

 

> 
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・s コマンド（統計データの表示） 

 

 30秒間測定を行い、最大値やばらつき等を表示します（値の表示は、"s"を入力してから 30秒後となります）。 

 

 キーボードから、小文字"s"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Aveは 30秒間の平均値。Max, Minは最大、最小値。3sigmaは、偏差の 3倍です（いわゆる 3σ）。 

 

 上記は 

 

K1のキー 30秒間タッチ 

K3のキー 1秒程度タッチ 

他のキー 非タッチ 

 

 の場合の、表示例です。 

 

 K1のキーは、測定値の平均は 2968で（"p","m"コマンドで取得できる非タッチ時の値）の 1487より、大きな値とな

っています。但し、30秒の測定中ずっとタッチしていたため、測定値のばらつき（3σ値）はタッチしていない他のキーに

対し大きくありません。 

 

 K3のキーは、最大－最小の差分が大きく、3σ値も大きな値が出ています。これは、「タッチ」「非タッチ」が混在する

測定値の統計のためです。 

 

 このコマンドは、「タッチ」または「非タッチ」時に、どの程度測定値にばらつきが出るのかをモニタする事が可能で

す。 

 

 なお、測定値は 1/50秒毎にサンプリングされています（30秒で、1500データ）。 

  

sens statistics(measure 30 sec)> 

 

sens value statistics data 

 

key(TSxx)  :  Ave  (   Max -   Min , 3sigma ) 

K4(TS17)   :  1562 (  1649 -  1471 , 78 ) 

K3(TS21)   :  1554 (  2584 -  1407 , 725 ) 

K2(TS22)   :  1652 (  1753 -  1575 , 83 ) 

K1(TS28)   :  2698 (  2805 -  2595 , 82 ) 

 

> 

ここで 30秒待ちが入ります 

30秒後に以下を表示 

30秒間タッチしていたキー 

1回（１秒程度）タッチしたキー 
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・d コマンド（LCDの表示データの変更） 

 

 LCDに表示するデータを、「K1~K4のタッチ状態」→「K1のセンサ値」→「K2のセンサ値」→「K3のセンサ値」→

「K4のセンサ値」→「K1~K4のタッチ状態」の順で切り替えます。 

 

・K1~K4のタッチ状態 

 

 

 

 キーパッドに触れると、触れているキーの数字の右側に * が表示されます。 

 

 

 キーボードから、小文字"s"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

・K1のセンサ値 

 

 

 

1桁目：表示されている値のキーパッド番号(1~4) 

2桁目：-> 

3桁目：キーが押されている場合 *, 押されていない場合空白 

4~8桁目：センサ値 

 

 d コマンドを入力する度に、センサ値を表示する、ターゲットのキーパッドが変わり、4回入力すると、初期状態に戻

ります。 

  

LCD display mode change -> 1 

 

> 

K1（キーパッド）を押した場合 

K1（キーパッド）を押した場合 
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・i コマンド（再初期化） 

 

 起動時の処理化を再度行います。（マイコンをリセットした場合と等価です） 

 

 キーボードから、小文字"i"を入力すると、以下の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 "i"コマンド実行後は、閾値も初期値に戻りますので、必要に応じて再度"t"コマンドで調整してください。 

 

 "i"コマンド実行前後の"p"コマンドのモニタ値から、経時変化や温度や環境変化による初期値の違いを確認すること

ができます。 

  

re-initialize(please do not touch key)> 

ref current, current offset optimize. 

 

CTSURICOA=0 

 

CTSURICOA=5 

 

CTSURICOA=10 

 

CTSURICOA=15 

 

CTSURICOA=20 

 

CTSURICOA=25 

  K4(TS17) calibration finish. 

 

CTSURICOA=30 

  K2(TS22) calibration finish. 

 

CTSURICOA=35 

  K3(TS21) calibration finish. 

  K1(TS28) calibration finish. 

initial sens value measure... 

initialize finished. 

 

 

> 

再初期化中は、キーパッドにタッチしないでく

ださい 

CTSURICOAの値を増分させながら 

調整値を検索（詳細は後述） 

K4に関しては、調整終了 

全てのキーで調整終了するとコマンド受付状

態に戻ります 
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3. セグメント LCD コントローラ(SLCDC)使用のフロー 

 

3.1. 全体の流れ 

 

(1)端子設定 

 ・COM, SEG端子設定 

 ・VL端子設定 

 （・CAPH, CAPL端子設定 容量分割、内部昇圧動作の場合） 

 

(2)SLCDCモジュールスタンバイ解除 

 

(3)クロックソース設定 

 

(4)SLCDCレジスタ初期化 

 

(5)SEGレジスタに表示データの設定 

 

 

 設定の順番は必ずしも上記でなければならない訳ではありませんが、本サンプルプログラムでは上記の手順でセグ

メント LCD コントローラを使用しています。 

 

3.2. プログラムを組む上で決めなければならない事 

 

 セグメント LCD コントローラ使用時は、「駆動電圧生成回路方式」「バイアス法」「時分割数」を選択する必要があり

ます。 

 

駆動電圧生成回路方式 

・抵抗分割 

・容量分割 

・内部昇圧 
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バイアス法 

・なし 

・1/2バイアス 

・1/3バイアス 

・1/4バイアス 

 

時分割数 

・スタティック 

・2時分割 

・3時分割 

・4時分割 

・8時分割 

 

 全ての組み合わせ（8時分割と 1/2バイアスの組み合わせ等）が選べる訳ではありませんので、選択可能な組み合

わせに関しては、マイコンのハードウェアマニュアルを参照してください。 

 

 基本的には、使用する LCDの仕様に合わせて方式を選択する事となります。キット付属の LCD タッチキー基板

(RA4-LCD-TOUCH)には、VIM-878-DP という LCDが搭載されています。 

 

 VIM-878-DP LCDは、COM信号が 4本あるので、時分割は「4時分割」となります。4時分割ですと、バイアス法

は必然的に「1/3バイアス」となります。駆動電圧生成は、「抵抗分割」「容量分割」「内部昇圧」のいずれも選択可能で

す。 

 

 但し、タッチキーと LCDを併用する場合は、タッチキー向けに TSCAP端子の割り当てが必要になり、TSCAPは

SEG13, SEG15, CAPLのいずれか選択となります。SEG13, SEG15は LCDで使用中です。抵抗分割方式です

と、CAPLは不要となりますので（CAPL→TSCAPに割り当て可能）、本キットでは、「抵抗分割」を選択しています。 

 

※タッチキー機能を使わない場合は、「容量分割」「内部昇圧」方式を選択可能です。その場合、LCD タッチキー基板

上の、抵抗分割ジャンパ(JP1~4)を外し、CAPL/TSCAP選択ジャンパ(JP5)を 2-3ショートに変更してくさだい。 

 

※内部昇圧タイプですと生成電圧を設定可能で、LCDのコントラスト調整が可能です。 

 

 使用する方式は、「抵抗分割」「1/3バイアス」「4時分割」に決まりました。その他、LCDの駆動周波数を決める必要

があるのですが、速すぎると LCDの表示が追従できず、遅いと点滅しているように見えてしまうので、適切な値に設

定する必要があります。本サンプルプログラムでは、120Hzにしています。 
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3.3. LCD制御 

 

 3.2節で決めた内容で初期化を行った後、任意の数字やパターンを表示させるためには、SEGレジスタに表示値を

セットします。 

 

 VIM-878-DP LCDは合計 32本の SEG信号を使用して制御を行います。マイコンの、SEG0~SEG31を割り当て

るのが素直なのですが、SEG23(P109), SEG24(P110)は JTAGの信号に割り当てられていますので、JTAGモード

でのデバッガを使用する事が可能な様に、本キットでは、SEG0~SEG22, SEG25~SEG33の 32信号を SEG制御

に使用しています。 

 

桁 

  1   2   3   4   5   6   7   8 

 

 

 

 

 

 LCDは、1桁あたり A~N と CA('), DP(.)の 16セグメントで構成されています。 

 16セグメント×8桁の合計 128セグメントを、32本の SEG信号と 4本の COM信号の交点でセグメントの点灯制

御を行います。 

 

  

 

CA 

DP 

1桁を拡大 
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－SEGで制御されるセグメント－ 

SEG 桁 b3, b7 
(COM3) 

b2, b6 
(COM2) 

b1, b5 
(COM1) 

b0, b4 
(COM0) 

SEG0 1 CA F E D 

SEG1 1 I J K L 

SEG2 2 CA F E D 

SEG3 2 I J K L 

SEG4 3 CA F E D 

SEG5 3 I J K L 

SEG6 4 CA F E D 

SEG7 4 I J K L 

SEG8 5 CA F E D 

SEG9 5 I J K L 

SEG10 6 CA F E D 

SEG11 6 I J K L 

SEG12 7 CA F E D 

SEG13 7 I J K L 

SEG14 8 CA F E D 

SEG15 8 I J K L 

SEG16 8 A B C DP 

SEG17 8 H G N M 

SEG18 7 A B C DP 

SEG19 7 H G N M 

SEG20 6 A B C DP 

SEG21 6 H G N M 

SEG22 5 A B C DP 

SEG25 5 H G N M 

SEG26 4 A B C DP 

SEG27 4 H G N M 

SEG28 3 A B C DP 

SEG29 3 H G N M 

SEG30 2 A B C DP 

SEG31 2 H G N M 

SEG32 1 A B C DP 

SEG33 1 H G N M 

 

※SEG23, SEG24は欠番（他の用途に割り当て）です。SEG22の次は SEG25であることに注意。 

 

 ここで、SEG0（レジスタ）の値を、0x1(=0b 0000 0001)に設定した場合、1桁目の Dのセグメントが点灯します。同

様に、SEG1の値を 0x8(=0b 0000 1000)に設定した場合、1桁目の Iのセグメントが点灯します。 

 

※桁は上位（左側）から 1, 2, ..., 8です。（下位から 1, 2 ...ではありませんのでご注意ください。） 

 

 SEGのレジスタ値は、バイト(8bit)値です。 

 

  b7.......b0 

0b xxxx yyyy 

 

 yyyy（下位 4bit, b3-b0）は、A波形の設定値、xxxx（上位 4bit, b7-b4）は、B波形の設定値となります。 

 

A波形、B波形はプログラムで、選択して出力可能ですが、本サンプルプログラムでは、0.5秒毎に A波形と B波形

を交互に表示させる様になっています。 
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 よって、SEG0 = 0b 0000 0001(=0x01) に設定した場合、1桁目の Dのセグメントが、0.5秒毎に点滅する動作と

なります。1桁目の Dのセグメントを点灯させる場合、SEG0 = 0b 0001 0001(=0x11) が設定値となります。 

 

SEG0設定値 

レジスタ値 状態 備考 

0b 0001 0001 (0x11) 1-Dのセグメントは点灯 

1-E, 1-F, 1-CAのセグメントは消灯 

 

0b 0000 0001 (0x01) 1-Dのセグメントは点滅 

1-E, 1-F, 1-CAのセグメントは消灯 

 

0b 0001 0000 (0x10) 1-Dのセグメントは点滅 

1-E, 1-F, 1-CAのセグメントは消灯 

SEG0=0x01 と点灯と消灯の 

タイミングが異なる 

0b 0000 0000 (0x00) 1-D, 1-E, 1-F, 1-CAのセグメントは消灯  

 

 レジスタ設定値と、セグメントの点灯・消灯の関係は上記となります。セグメントを点灯制御する場合は、レジスタの

上位 4bit と下位 4bitは同じ値（0x44, 0xaa等）としてください。 

 

 同様に、SEG1~SEG22, SEG25~SEG33のレジスタに値を設定すると、全 128のセグメントの点灯、消灯、点滅

の設定が可能です。 

 

 LCDの駆動原理と、COM, SEGの振る舞い（出力波形）に関しては、「ハードウェア編」マニュアル 2.1.4節に記載

がありますので、そちらを参照ください。ここでは、点灯させたいセグメントに応じた SEGレジスタに値を設定すれば

良いという事を認識頂きたく。 
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[参考] 

 

 例えば、1桁目に数字の 7を表示させたい場合は、 

1-A, 1-B, 1-Cのセグメントを点灯制御すれば良いですが、このときのレジスタ設定値は、表を見れば 

SEG32 = 0b 1110 1110(=0xEE) である事が判りますが、この関係を Excelのシートで表現したものが、 

VIM_SLCD_table.xlsx 

です。 

 

 上記、Excel ファイルの「セグメント入力」のシートで、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1桁目の A, B, Cのセグメントのセルに 1を入力すると、SEG32 = 0b1110であることが判ります。（display Image

の表には、表示イメージが出力されますので、設定値が妥当かがビジュアル的に判ります。） 

（ここでは、4bit しか表示していません、点灯させる場合は、0xE→0xEEの様に上位 4bit と下位 4bitに同じ値を適用

した、8bitの値にしてください） 

 逆バージョン（SEGレジスタ設定値から、どのセグメントが点灯するか）は、別シート「レジスタ値入力」から求められ

ます。 

 表示パターンをデザインする際には、上記 Excelシートを参考にしてください。 

  

 

太枠内に1をセットす

ると、display Image

が更新されます 
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4. タッチキー機能(CTSU)使用のフロー 

 

 タッチキー機能(CTSU)を使用する基本的なフローを示します。 

 

4.1. 全体の流れ 

 

(1)CTSU初期化 

 ・TSCAP端子設定 

 ・TSxx端子設定 

 ・CTSUレジスタ設定 

 

(2)リファレンス ICO入力電流調整 

 ・CTSUSO1.CTSURICOA レジスタ値の最適化 

 

(2')非タッチ時の電流オフセット調整 

 ・CTSUSO0.CTSUSOレジスタ値の最適化 

 

※(2)(2')は何度か繰り返し 

(3)非タッチ時のセンサ値取得 

 ・非タッチ時のセンサ値（基準値）取得 

 

(4)タッチ閾値の最適化（省略可） 

・タッチ時のセンサ値（基準値）取得 

 

(5)タッチ判定 

 ・センサ値を取得して非タッチ時の基準値と比較してタッチ／非タッチの判定を行う。 

 

 

 RAマイコンのタッチキー(CTSU)は、容量を測定して、センサ値（数値）に変換しています。センサ値は｢リファレンス

ICO入力電流」「電流オフセット」の設定により変化するため、上記(2)(2')の部分で適切な設定値を求める事が測定

精度に関わってきます。 

 

 本サンプルプログラムで採用している、(2)(2')の部分の手順、考え方を以下に示します。 
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4.2. 電流オフセットレジスタ値の決め方 

 

 リファレンス ICO電流設定(CTSURICOA)と、センサ値(CTSUSC)の関係の実測例を示します。 

 

 
図 4-1 センサ値 CTSURICOA依存性（自己容量） 

 

 CTSURICOA値（0~255の範囲で設定可能）を振った際の、非タッチ時とタッチ時のセンサ値（CTSUSCレジスタ

値、容量値に対応）をプロットしたものです。同一の CTSURICOA値に対し、測定は複数回行っており、測定値のば

らつきの偏差（3σ）も取得してプロットしています。差分は（タッチ時の平均値-3σ）と（非タッチ時の平均+3σ）の差分で

す。 

 

 タッチ時と、非タッチ時の差分は、右肩下がりの傾向がありますで、グラフの左側を選んだ方が差が検出し易いとい

う事が言えるかと考えます。 

 

 CTSURICOA=5 CTSURICOA=250 

非タッチ時の平均 （3σ値） 87 (34) 5201 (47) 

タッチ時の平均 （3σ値） 819 (70) 5738 (51) 

 

 グラフ内の数値を抜き出したものを示します。CTSURICOA=5のセンサ値は、非タッチ時で測定値 87に対し、3σ

値が 34 となっており、測定値に対し 40%の変動となっています。また、タッチ時で、同 8.5%の変動があります。 
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 それに対し、CTSURICOA=250の場合は、測定値に対しての変動は 3σ値で非タッチ、タッチ時共 1%未満となって

います。CTSURICOAが小さな値の場合は、測定値に対するばらつきの比率が高い事はポイントになってくるかと考

えます。よって、測定値に対するばらつきが許容できる範囲でグラフの左側の方の CTSURICOA値を適用するのが

良いと考えます。 

 

 
図 4-2 センサ値のばらつきの CTSURICOA依存性（自己容量） 

 

 非タッチ時の測定値に対し、3σのばらつきの割合をプロットしたものを示します。仮に、このばらつきが、5%以下に

なる点を選ぶとすると、CTSURICOA=45 となります。 

 

 CTSURICOA=45の点は、非タッチ時の測定値のばらつきが一定以下であり、かつタッチ時／非タッチ時の差分が

大きく取れる点と言えるかと考えます。 

 

 本サンプルプログラムでは、 

src¥ctsu¥ctsu_offset_value.h 

 

 

 

 

 上記ファイル内でこの割合値を定義しており、初期値は 0.05(5%)です。  
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 次に、電流オフセット調整(CTSUSO)の値の決め方ですが、下記の流れとなります。 

 

・リファレンス ICO電流値(CTSURICOA)を決める 

・リファレンスカウンタ(CTSURC)値を取得 

・CTSUSOを変えセンサ値(CTSUSC)を取得 

・センサ値がリファレンス値を上回らない CTSUSOの値を探す 

 

 
図 4-3 センサ値の CTSUSO依存性 

 

 

 CTSUSOを増やしていくと、センサ値(CTSUSC)は、減少します。この値が、リファレンス ICO値(CTSURC)を超え

ない範囲で、かつ、リファレンス ICO値に近い値の方がダイナミックレンジを大きく取れるので、CTSUSOはこの例で

は CTSUSO=332が求める値となります。 

  

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

0 50 100 150 200 250 300 350 400

セ
ン
サ
値
(C
TS
U
SC
)

CTSUSO0値

センサ値CTSUSO0依存性

リファレンス ICO値(CTSURC) 

CTSUSO=332 

センサ値(CTSUSC) 



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
49 

 

 本サンプルプログラムでは、 

 

(1)リファレンス ICO電流値(CTSURICOA)に仮値(0)を設定 

(2)リファレンスカウンタ(CTSURC)値を取得 

(3)CTSUSOを変えセンサ値(CTSUSC)を取得 

(4)センサ値がリファレンス値を上回らない CTSUSOの値を探す 

(5)非タッチ時のセンサ値を複数回取得して平均とばらつきを算出 

(6)センサ値のばらつきが一定以下→調整終了 

(7)リファレンス ICO電流値(CTSURICOA)を増分、(2)に戻る 

 

 上記のフローとしています。 

 

4.3. 初期センサ値の取得 

 

 電流調整レジスタ値を決めたら、次に非タッチ時のセンサ値(CTSUSC)を取得します。 

 

 起動時の初期化としては、ここまでとなります。 

 

4.4. タッチ閾値の最適化（オプション） 
 

 本サンプルプログラムは、閾値の最適化を行わなくても動作させることができますが、実際のタッチ時のセンサ値を

取得し、非タッチ／タッチ時の中間のセンサ値に閾値を設定する事により、動作マージンの向上を図ることができま

す。 

 

 但し、実際のタッチキーアプリケーションでは、起動後に毎回キーにタッチして閾値を調整する事は難しいかと思い

ます。 

 

4.5. タッチ判定 

 

 センサ値(CTSUSC)を取得して、非タッチ時のセンサ値(CTSUSC)と比較を行い、タッチの判定を行います。 
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5. サンプルプログラムの解説 

 

5.1. ソースファイル構成 

 

 1章の手順でプロジェクトを作成すると、下記のソースファイル構成となるはずです。 

 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥common 共通定義ファイル等 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥ctsu タッチキー制御プログラム 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥intr 割り込み定義 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥lcd_seg セグメント LCD制御 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥rtc リアルタイムクロック 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥sci UART 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥settings マイコンボードタイプ設定 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥timer タイマ処理 

[Workspace]¥ProjectName¥src¥hal_entry.c ユーザプログラム開始関数 

 

 それぞれのフォルダ内のファイルを以下に示します。 

 

・common 

board_setting.h マイコンボード固有設定定義ファイル 

common.c 端子設定関数等 

common.h 共通ヘッダ 

 

・ctsu 

ctsu.h CTSUヘッダ 

ctsu_intr.c CTSU割り込み処理関数 

ctsu_main.c メイン処理（メイン関数） 

ctsu_offset_value.h オフセット値定義ファイル 

ctsu_pin_def.h 端子設定ファイル 

ctsu_self_cap.c 自己容量タッチキープログラム 

 

・intr 

intr.c 割り込み関数 

intr.h 割り込みヘッダ 

 

・lcd_seg 

lcd_pin_def.h 端子設定ファイル 

lcd_seg.c セグメント LCD制御プログラム 

lcd_seg,h セグメント LCDヘッダ 

 

・rtc 

rtc.c リアルタイムクロック向けプログラム 

rtc.h リアルタイムクロックヘッダ 
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・sci 

sci.c UART関連プログラム 

sci.h UARTヘッダ 

 

・settings 

board.h ボード種定義ファイル 

 

・timer 

agt.c タイマ定期処理プログラム 

agt.h タイマヘッダ 
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5.2. プログラムのフロー 

 

・全体フロー[hal_entry.c, ctsu¥ctsu_main.c, ctsu_main()] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各種初期化を行った後、メインループ（無限ループ）を実行します。 

  

 start 

クロック等初期設定 

非タッチ時の 
基準値取得 

タッチキー電流 
オフセット最適化 

この期間はキーパッド 
に触らないでください 

※FSPで生成されるコードです 

割り込み設定 

RTC初期化 

SCI(UART)初期化 

タイマ(AGT)初期化 

タッチキー(CTSU) 
初期化 

セグメント LCD初期化 

起動メッセージ表示 

メニュー画面表示 

タイマスタート 

RTCスタート 

main loop 

タッチキー 
メインループ(*1) 

main loop 

※4.2で説明している部分の
処理です 

※hal_entry.c内 

※点線内が ctsu_main() 

intr_init() 

rtc_init() 

lcd_init() 



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
53 

 

・メインループ(*1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メインループでは、フラグ変数のセットと、LCD画面への表示、キーボードの読み取り処理等を行います。 

  

 
main loop 

キーに応じた処理 

main loop 

フラグ変数 
==アイドル 

フラグ変数=測定中 

yes 

フラグ変数 
==測定終了 

キー判定関数 

yes 

1/50秒経過 

no 

ctsu_measure() 

フラグ変数=アイドル 
 

no 

測定値モニタ 
かつ、2秒経過 

キーボード読み取り 
 

測定値表示 

データ表示 

入力あり 

yes 

no 

yes 

no 

no 

押されているキーを 
LCDに表示 

統計データ 
表示 

所定のデータ 
個数が溜まった 

yes 

データの保存 

no 

no 

yes 

yes 
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・割り込み関数 

 
－タイマ関数（100us毎）[¥timer¥agt.c, intr_agt0_agti()]－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 AGT タイマを使い、100us毎に実行される割り込み関数です。SCI(UART)は、表示時にバッファに格納し、本関数

で表示処理が行われます。カウンタは、メインの処理で 200回カウントすると、1/50秒毎(20ms毎）の処理が実行さ

れます。（フラグ変数は、未使用です） 

 
－RTC周期割り込み（1/2s毎）[¥rtc¥rtc.c, intr_rtc_prd()]－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 RTCの周期割り込みは、LCDの A波形, B波形の表示切替に使用しています。割り込みルーチン内では何も処理

を行っていませんが、この割り込みに同期して、LCDの A波形, B波形の表示切替（点滅）が行われます。 

 

  

 
start 

SCIバッファに 
残データあり 

データ（1文字）の端末表示 

yes 

SCIエラークリア 

yes 

no 

SCIエラーあり 

end 

 
start 

カウンタインクリメント 

end 

フラグセット 
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－CTSU WRITE割り込み[¥ctsu¥ctsu_intr.c, intr_ctsu_ctsuwr()]－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 CTSU WRITE割り込みでは、電流設定値等のレジスタにデータをセットする処理を行っています。CTSUの処理を

スタートさせると、この割り込みが入りますので、そのタイミングで上記 3レジスタに値を書き込みます。 

（CTSUSO1レジスタに値が書き込まれると、実際のセンサ値の測定に移ります） 

 
－CTSU READ割り込み[¥ctsu¥ctsu_intr.c, intr_ctsu_ctsurd()]－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 CTSU RD割り込みは、測定が終わった段階で呼び出される割り込みです。測定値を、グローバル変数にコピーす

る処理を行っています。 

 

※CTSU WRITE, CTSU READ割り込みでは、（処理が判り易い様に）直接レジスタへの書き込み、読み出しを行っ

ていますが、ここで使用しているレジスタアクセスは DTCが使用可能です。（実際のアプリケーションプログラムで

は、DTCの使用もご検討ください。） 

  

 
start 

CTSUSSCレジスタ書き込み 

end 

CTSUSO0 レジスタ書き込み 

CTSUSO1 レジスタ書き込み 

※3章で説明した電流オフセット値 CTSUSOが含まれる 
レジスタです 

※3 章で説明したリファレンス ICO 電流値 CTSURICOA が
含まれるレジスタです 

 
start 

CTSUSCレジスタ読み出し 

end 

CTSURCレジスタ読み出し 

CTSUERRSレジスタ読み出し 

※センサ値 

CTSUSTレジスタ読み出し 

※リファレンス値 

※エラー有無 

※ステータス 

g_sens[n]にデータをコピー 

g_ref[n]にデータをコピー 



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
56 

 

－CTSU FN割り込み[¥ctsu¥ctsu_intr.c, intr_ctsu_ctsufn()]－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 CTSU FN割り込みは、全チャネルの測定が終わった段階で呼び出される割り込みです。インデックス変数やフラグ

変数の設定を行っています。 

  

 
start 

g_data_index=0 

end 

フラグ変数=測定終了 ※フラグ変数→ g_in_measure 

※測定 chのインデックス変数をクリア 
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5.3. セグメント LCD(SLCDC)の初期化 

 

(1)SEG, VL端子の SLCDC機能選択 

 SEG0~SEG22, SEG25~SEG33, COM0~COM3, VL1, VL2, VL4端子に関して、SLCDC機能選択（PFS.PSEL

レジスタを 0xdに設定）を行う。 

 

(2)SLCDCモジュールスタンバイ解除 

 

 SLCDCのモジュールスタンバイの解除を行う（MSTPC4=0）。 

 

(3)クロックソース設定 

 

 SLCDCのクロックソースとしては、 

 

クロックソース 周波数 備考 

LOCO 32.768kHz  

SOSC 32.768kHz サブクロック 

MOSC 8MHz メインクロック 

HOCO 24/32/48/64MHz  

 

 上記から選択が可能です。本サンプルプログラムでは、MOSC（メインクロック）を選択していますが、他のクロックソ

ースを選択しても問題ありません。 

 

(4)SLCDCレジスタ初期化 

 

・A波形 B波形の表示方法 ： A波形と B波形を交互に表示させる 

→点滅表示をサポートするため 

 

・時分割数 ： 4時分割 

→使用する LCDが 4本の COM信号を持つタイプのため 

 

・バイアス ： 1/3バイアス 

→4時分割で選択できるバイアス方式 

 

・方式 ： 抵抗分割 

→CAPL/TSCAP端子を TSCAP として使用したいので 

 

 上記設定の後、表示を ONにしています。  
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5.4. タッチキー(CTSU)処理 

 

5.4.1. CTSU処理の流れ 

 

 タッチキー機能(CTSU)は、以下の手順で使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 CTSUの処理は基本的には、上記の流れとなります。 

 

 測定開始(CTSUSTRT=1)とすると、CTSUマクロは（内部で準備をした後）CTSU WRITE割り込みを掛けます。ユ

ーザプログラム側で、CTSU WRITE割り込みルーチン内では、CTSUSSC, CTSUSO0（リファレンス ICO電流設定

(CTSURICOA)を含むレジスタ）, CTSUSO1（電流オフセット値 CTSUSOを含むレジスタ）に、値を書き込みます。 

 

※CTSUSO0, CTSUSO1設定値は、測定 ch毎に最適化されている事が望ましいです 

 

 CTSUSO1 レジスタに値を書き込むと、（端子容量の）センサ値が測定され、測定が終わると、CTSU READ割り込

みが入ります。ここでは、センサ値の測定値(CUSUSC)等のレジスタを読み出します。 

 

※センサ値が格納されるレジスタ(CTSUSC)は、1つしかありませんので、CTSU READ割り込みの時点で保存する

必要があります  

 
start 

各種初期化 

※フラグ変数→ g_in_measure 
非測定中: CTSU_STATE_IDLE 
測定中: CTSU_STATE_IN_MEASURE 
測定完了: CTSU_STATE_FINISHED 

※端子設定、CTSUレジスタ設定、 
オフセット電流設定、初期値取得等 

loop 

CTSUSTRT = 1 

フラグ変数=測定中 

フラグ変数=非測定中 

フラグ変数==非測定中 

loop 

no 

yes 

CTSU WRITE割り込み 
intr_ctsu_ctsuwr() 

CTSUSTRT=1（測定開始） 
とすると、測定の準備ができると 
CTSU WRITE割り込みが入ります 

CTSUSSC, CTSUSO0, CTSUSO1 
（オフセット電流設定）レジスタ 
書き込み 

CTSU READ割り込み 
intr_ctsu_ctsurd() 

CTSUSO1 レジスタに書き込みを 
行うとセンサ値の測定を行います 

測定が終わると CTSU READ割り 
込みが入ります 
ここで、測定値の回収を行います 

1ch 目の測定が終わると、再度 CTSU  
WRITE割り込みが入ります 
（ここで、次の chの 
CTSUSSC/SO0/SO1 レジスタに値を書き
込みます）※測定 ch数分ループ 

CTSU FN割り込み 
intr_ctsu_ctsufn() 

全測定 chの測定が終わると 
CTSU FN割り込みが入ります 
※ここで、フラグ変数を測定完了に 
します 

フラグ変数==測定完了 

測定結果まとめ 

フラグ変数=非測定中 

no 

yes 

ctsu_init() 
ctsu_ref_offset_value(); 
ctsu_initial_value(); 
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（例えば、A/D コンバータの結果を格納するレジスタは、ch毎に別になっていますが、CTSUは 1つしかありません） 

 

 CTSURC（リファレンスカウンタ値）レジスタ読み出し後に、CTSUマクロは次の測定 chの準備に入り、準備ができ

ると、再度 CTSU WRITE割り込みを掛けます。 

 

 2ch目の CTSUSSC, CTSUSO0, CTSUSO1値を書き込むと、2ch目の測定後 CTSU READ割り込みが入り、

同様の処理が、測定 ch分続きます。 

 

※測定 chは、予め測定対象と設定している ch数分です 

 

 最後の測定 chまで一連の処理が終わると、CTSU FN割り込みが入ります。 

 

 ここで、全 chの結果まとめや、フラグレジスタのクリア等必要な処理を行います。 

 

※本サンプルプログラムでは、全 chの測定が終わると、フラグをクリアし、無限ループ内で次の測定を開始するよう

になっていますが、CTSUSTRT=1のセットは、例えばタイマで一定時間毎に行う等、タイミングは自由です 
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5.4.2. 電流オフセットの最適化 

 

 3.2章で説明している 

CTSUSO0.CTSUSO      リファレンス電流 

CTSUSO1.CTSURICOA   電流オフセット 

値の最適化のフローを示します。 

 

－電流オフセットの最適化 ctsu_ref_offset_value()－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 上記フローチャートでは記載を省略していますが、測定 ch毎に CTSUSO, CTSURICOA値を算出しています。 

 

 CTSURICOA増分ループ内に、CTSUSO増分ループが入れ子になる形で、2値を増やしながら最適値を算出して

います。 

 

※上記は、本サンプルプログラムで採用しているアルゴリズムです。実際のタッチキーアプリケーションでは、初期化

に掛けられる時間等を勘案して、アルゴリズムを決めて頂きたく。  

 start 

※通常の測定を行い（センサ値ではなく） 
リファレンスカウンタ値を取得します 
（256回測定し、平均値を ref値としています） 

CTSURICOA = 0 

ctsu_initial_ref() 

yes 

ref=CTSURC 
ctsu_offset_value() 

CTSUSO = 0 

sens=CTSUSC 

sens < ref 

CTSUSO増加 

no 

※CTSU_CTSUSO_TS_SEARCH_DELTA 
(初期値=1)ずつ増やします 

CTSUSC値取得（256回） 

測定値のばらつき 
が 5%未満 

CTSURICOA増加 yes 

no 

end 

※通常の測定を行いセンサ値を取得します 

※sens値が ref値を下回った点を 
CTSUSOの算出値とします 
 

※複数回（本プログラムでは 256回）のセンサ値の偏差（3σ） 
値が平均値の CTSU_NO_TOUCH_SCATTERING(=0.05) 
未満となるまで、CTSURICOA を増やします 

※CTSU_CTSURICOA_DELTA 
(初期値=5)ずつ増やします 

※CTSUSOは、0~1023(10bit)の範囲の値を取ります 

※CTSURICOAは、0~255(8bit)の範囲の値を取ります 

※通常の測定を複数回行いセンサ値を取得します 
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5.4.3. タッチの判定 

 

 本キットに付属する基板では、自己容量タイプのタッチキーとしています。 

 自己容量タイプのタッチ判定は単純です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自己容量は、マイコンの端子(TSxx)に 1:1でキーパッドが接続される形となります。 

（キーパッドの数=測定 ch数となります） 

 

 TSのラインを L→Hに遷移させると、端子からは容量に比例した電流(i)が流れ出します。電流を測定する事によ

り、TS ラインにつながっている容量の大きさを測る仕組みです（詳細は、マイコンのハードウェアマニュアルや、ルネ

サスエレクトロニクスより提供されている、CTSU測定の原理の資料を参照ください）。 

 

・非タッチ時の TS28のセンサ値(CTSUSC)を取得（C1に相当する値） 

・タッチ判定の閾値を決める(*1) 

・タッチ時は TS28のノードの容量値が増加＝センサ値が増加する（C1+C2に相当する値） 

・センサ値が閾値を超えていたら「タッチしている」と判断する 

 

(*1)判定の閾値(g_touch_threshold)は、初期値は 1.2（20%以上センサ値が増加した場合）としています 

サンプルプログラムでは、"t"コマンドで、実際にタッチした際のセンサ値を元に閾値を最適化できる様になっています 

閾値は、「割合で判断する」手法と「絶対値で判断する」手法があるかと考えますが、本サンプルプログラムでは前者

としています。 

 

※実際のタッチキーアプリケーションでは、 

・起動後に実際にタッチして、閾値の最適化が可能 

・装置組み立て後に、装置毎に閾値の最適化が可能 

・予め規定値を代入 

等、用途に応じて閾値の決め方は変わるかと考えます。 

 

  

 RA4マイコン 

TS28 

K1 

※LCD タッチキー基板では TS28がパッド K1に接続されています 

C1 

タッチ時 非タッチ時 

C1 

指（対地容量） 

C2 

i 

K1 
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6. サンプルプログラムの関数 

 

 サンプルプログラムで使用している関数に関して示します。 

 6.1 common は、ソースの common フォルダ内の関数です。6.2節以下も同様です。 

 

6.1. common 
 

pfs_set 

 

概要：PFS設定関数 

宣言： 

    int pfs_set(char* term, unsigned short psel); 

説明： 

 ・端子の PFS設定 

を行います 

引数： 

    term: 端子名（P100等） 

    psel: PFS.PSEL設定値（0x0C等） 

戻り値： 

    0: 正常終了 

    1: 引数エラー 

 

pmr_set 

 

概要：PMR設定関数 

宣言： 

    int pmr_set(char* term); 

説明： 

 ・端子の PMR設定（周辺機器割り当て） 

を行います 

引数： 

    term: 端子名（P100等） 

戻り値： 

    0: 正常終了 

    1: 引数エラー 
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pmr_clear 

 

概要：PMR設定関数 

宣言： 

    int pmr_clear(char* term) 

説明： 

 ・端子の PMR設定解除（周辺機器割り当てから開放） 

を行います 

引数： 

    term: 端子名（P100等） 

戻り値： 

    0: 正常終了 

    1: 引数エラー 
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6.2. ctsu 
 

ctsu_init 

 

概要：初期化関数 

宣言： 

    void ctsu_init(void); 

説明： 

 ・変数初期化 

 ・TSCAP端子放電 

 ・TS端子設定 

 ・CTSUレジスタの設定 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

ctsu_measure 

 

概要：測定指示関数 

宣言： 

    void ctsu_measure(void); 

説明： 

 ・測定の開始(CTSUSTRT=1) 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 
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ctsu_set_param 

 

概要：パラメータの設定関数 

宣言： 

    void ctsu_set_param(void); 

説明： 

 ・測定 ch毎の CTSUSSC, CTSUSO0, CTSUSO1レジスタ値のセット 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

ctsu_read 

 

概要：測定値の読み出し関数 

宣言： 

    void ctsu_read(void); 

説明： 

 ・センサ値(CTSUSC), リファレンス値(CTSURC), エラー, ステータス, レジスタ値をグローバル変数へコピー 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

ctsu_ref_offset_value 

 

概要：電流オフセット設定の最適化関数 

宣言： 

    void ctsu_ref_offset_value(void); 

説明： 

 ・CTSUSO0(CTSUSO), CTSUSO1(CTSURICOA)値の最適値の算出 

を行います。 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 
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ctsu_offset_value 

 

概要：電流オフセット値の最適化関数 

宣言： 

    void ctsu_offset_value(void) 

説明： 

 ・CTSUSO0(CTSUSO)の最適値の算出 

を行います。 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

補足： 

  ctsu_ref_offset_value()から呼び出される関数です。 

 

ctsu_ref_initial_ref 

 

概要：リファレンスカウンタ初期値取得 

宣言： 

    void ctsu_initial_ref(void) 

説明： 

 ・リファレンス値(CTSURC)の初期値の算出 

を行います。 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

ctsu_ref_initial_value 

 

概要：センサ初期値取得 

宣言： 

    void ctsu_initial_value(void); 

説明： 

 ・非タッチ時のセンサ値(CTSUSC)の取得 

を行います。 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし  
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ctsu_result 

 

概要：タッチ結果取得関数 

宣言： 

    unsigned char ctsu_result(unsigned char *key_state); 

説明： 

 ・タッチ結果の判定 

を行います。 

引数： 

    *key_state: 押しているキーが格納されます 

    unsigned char型の key_state[0] ~ key_state[9]が、押しているキー0x01, [自己容量] 

    unsigned char型の key_state[0] ~ key_state[24]が、押しているキー0x01, [相互容量] 

    押されていないキー0x00 となります。キー数(4)以上の配列のポインタを 

    引数に指定してください。 

戻り値： 

    タッチ判定されている中で、一番容量の変動が大きなキー 

補足： 

    複数のキーが押されている場合、key_stateには、押されているキーの情報が入ります。 

    戻り値は、一番しっかり押しているキーとなります。 
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－割り込み関数－ 

 

intr_ctsu_ctsuwr 

 

概要：CTSU WRITE割り込み関数 

宣言： 

    intr_ctsu_ctsuwr(void) 

説明： 

 ・ctsu_set_param()（測定 ch毎の CTSUSO0, CTSUSO1設定）の呼び出し） 

を行います 

 

intr_ctsu_ctsurd 

 

概要：CTSU READ割り込み関数 

宣言： 

    intr_ctsu_ctsurd(void) 

説明： 

 ・ctsu_read()（測定結果のコピー）の呼び出し 

を行います 

 

intr_ctsu_ctsufn 

 

概要：CTSU FN割り込み関数 

宣言： 

    intr_ctsu_ctsufn(void) 

説明： 

 ・測定 chを示すインデックス変数のクリア（0代入） 

 ・測定中を示すフラグ変数を「測定終了」のステータス変更 

を行います 
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6.3. intr 
 

intr_init 

 

概要：割り込み設定関数 

宣言： 

    void intr_init(void); 

説明： 

 ・割り込みの初期設定（NVIC_ISER, NVIC_IPRレジスタ設定） 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

  



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
70 

6.4. lcd_seg 
 

lcd_init 

 

概要：LCD初期化関数 

宣言： 

    void lcd_init(void); 

説明： 

 ・LCD制御の初期化 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

lcd_cltl 

 

概要：LCDセグメント制御関数 

宣言： 

    int lcd_cntl(unsigned char column, unsigned char chara, unsigned char flag); 

説明： 

 ・LCDのセグメント制御 

を行います 

引数： 

    column: 桁(1~8) 

    chara: セグメント名 'A'~'N', 'q', 'd'（q: クオート, CAのセグメントに対応）（d: DPのセグメントに対応） 

    flag: 0:消灯, 1:点灯, 2点滅 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

使用例： 

    lcd_cntl(1, 'A', 1); 

    1桁目の Aのセグメント(1-A)を点灯させる 

    lcd_cntl(2, 'B', 0); 

    2桁目の Bのセグメント(2-B)を消灯させる 

補足： 

    指定されたセグメント以外は変更しません。セグメントの指定は、文字定数（'A'(=0x41)等）となります。 

  



  

RA4M1-100 LCD タッチキー評価キット 取扱説明書   株式会社  
71 

 

lcd_clear_disp 

 

概要：LCD クリア関数 

宣言： 

    int lcd_clear_disp(unsigned char flag); 

説明： 

 ・LCDのクリア（または全セグメント点灯、全セグメント点滅） 

を行います 

引数： 

    flag: 0:全セグメント消灯, 1:全セグメント点灯, 2:全セグメント点滅 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

 

lcd_disp_val 

 

概要：LCD表示関数 

宣言： 

    int lcd_disp_val(unsigned char column, unsigned char num); 

説明： 

 ・LCDの任意の桁に数値や文字の表示 

を行います 

引数： 

    column: 桁(1~8) 

    num: 数値, 文字 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

 

num 別名  

0~9  0~9 を表示 

'.' 'd' 小数点(.) [DP]を表示 

''' (*1) 'q' クオート(') [CA]を表示 

'+'  プラス記号(+)を表示 

'-'  マイナス記号(-)を表示 

'*'  アスタリスク(*)を表示 

'/' 's' スラッシュ(/)を表示 

'\' 'b' バックスラッシュ(\)を表示 

'x'  エックス(x)を表示 

'<'  アングルブラケット(<)を表示 

'>'  アングルブラケット(<)を表示 

'|'  縦棒(|)を表示 

' '  スペースを表示（指定された桁の表示を消す） 

(*1)クオート(')記号を、クオート(')記号で挟んだもの（クオート(')記号×3）  
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使用例： 

    lcd_disp_val(1, 8); 

    1桁目に数字の 8を表示させます 

    lcd_disp_val(2,'+'); 

    2桁目に、(+)記号を表示させます 

 

lcd_disp_val_blink 

 

概要：LCD表示点滅関数 

宣言： 

    int lcd_disp_val_blink(unsigned char column, unsigned char num); 

説明： 

 ・LCDの任意の桁に数値や文字の点滅表示 

を行います 

引数： 

    column: 桁(1~8) 

    num: 数値, 文字 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

補足： 

    lcd_disp_val()関数の点滅版です 

 

lcd_disp_val_base 

 

概要：LCD表示ベース関数 

宣言： 

    int lcd_disp_val_base(unsigned char column, unsigned char num, unsigned char flag); 

説明： 

 ・LCDの任意の桁に数値や文字の点灯・点滅表示 

を行います 

引数： 

    column: 桁(1~8) 

    num: 数値, 文字 

    flag: 0:消灯, 1:点灯, 2:点滅 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

補足： 

    lcd_disp_val(), lcd_disp_val_blink()関数で使用している関数です  
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lcd_disp_num 

 

概要：LCD数値表示関数 

宣言： 

    int lcd_disp_num(unsigned long num, unsigned char fillzero); 

説明： 

 ・LCDに数値の表示 

を行います 

引数： 

    num: 数値 

    fillzero: 0:先頭のゼロ埋めを行わない, 1;先頭のゼロ埋めを行う 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

使用例： 

    lcd_disp_num(12345, 0); 

    LCDに、12345（右詰で 12345）を表示させる 

 

lcd_contrast 

 

概要：LCD コントラスト変更関数 

宣言： 

    int lcd_contrast(unsigned short contrast); 

説明： 

 ・LCDのコントラスト調整 

を行います 

引数： 

    contrast: コントラスト(0~15), 0:薄い, 15:濃い 

戻り値： 

    0: 引数 OK 

    1: 引数 NG 

    2: 現在昇圧モードで動作していない（エラー） 

補足： 

    内部昇圧モードでのみ使用可能です（デフォルトの抵抗分割モードでの使用は不可） 
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6.5. rtc 
 

rtc_init 

 

概要：RTC初期化関数 

宣言： 

    void rtc_init(void); 

説明： 

 ・RTCの初期化 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

rtc_start 

 

概要：RTC開始関数 

宣言： 

    rtc_start(void); 

説明： 

 ・RTCのカウント開始 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

rtc_stop 

 

概要：RTC停止関数 

宣言： 

    rtc_stop(void); 

説明： 

 ・RTCのカウント停止 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし  
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－割り込み関数－ 

 

intr_rtc_prd 

 

概要：RTC周期割り込み 

宣言： 

    void intr_rtc_prd(void); 

説明： 

 ・RTC周期割り込み（1/2秒間隔で割り込み） 

を行います 
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6.6. sci 
 

sciInit 

 

概要：SCI初期化関数 

宣言： 

    void sciInit( void ); 

説明： 

 ・SCIの初期化 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

sciRead 

 

概要：SCI読み取り関数 

宣言： 

    char sciRead( void ); 

説明： 

 ・SCI（キーボード）から 1文字読み出し 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    文字コード（0xffのときは、キー入力なし） 

 

sciWrite, sciWriteBuf 

 

概要：SCI 1文字出力関数 

宣言： 

    void sciWrite( unsigned char Buffer ); 

    void sciWriteBuf( unsigned char Buffer ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 1文字出力 

を行います 

引数： 

    Buffer: 文字コード 

戻り値： 

    なし  
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補足： 

 Bufなしの関数(sciWrite)は、文字出力が終わるまで、関数から処理が戻りません。 

 Buf付きの関数は、関数内では sciの出力バッファへのコピーのみを行い、文字出力は、100us毎の AGT割り込

み内で行います。（AGT タイマ開始前は、Bufなし版を使用してください） 

 

sciPrint, sciPrintBuf 

 

概要：SCI 1文字列出力関数 

宣言： 

    void sciPrint( char *Buffer ); 

    void sciPrintBuf( char *Buffer ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に文字列出力 

を行います 

引数： 

    *Buffer: 文字列のポインタ 

戻り値： 

    なし 

補足： 

 Bufの有無は、sciWrite と同様です。SCIへの文字出力は、115,200bpsでは 1文字あたり 90us程度掛かりま

す。マイコンの動作クロック(120MHz->8.33ns)に対して非常に低速で、sciPrint処理で長時間処理が止まるため、

Buf付を用意しています。sciの出力バッファは 2048文字分確保しています（増やす事は可能です）。短期間に、Buf

付き関数を用いて大量の文字列を出力するとバッファが溢れるため、その様な場合は出力タイミングを調整するか、

Bufなし版を使ってください。 

（Bufあり版→Bufなし版に切り替える際は、バッファが空になるための 2048x100us=0.2秒程度のウェイトを入れて

ください） 

 

sciPrintByte, sciPrintByteBuf 

 

概要：SCI 1バイト出力関数 

宣言： 

    void sciPrintByte( unsigned char dmy ); 

    void sciPrintByteBuf( unsigned char dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 1バイトを hex表記出力（0x12等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし  
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sciPrintWord, sciPrintWordBuf 

 

概要：SCI 2バイト出力関数 

宣言： 

    void sciPrintWord( unsigned short dmy ); 

    void sciPrintWordBuf( unsigned short dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 2バイトを hex表記出力（0x1234等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 

 

sciPrintDword, sciPrintDwordBuf 

 

概要：SCI 4バイト出力関数 

宣言： 

    void sciPrintDword( unsigned long dmy ); 

    void sciPrintDwordBuf( unsigned long dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 4バイトを hex表記出力（0x12345678等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 
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sciPrintByteInt, sciPrintByteIntBuf 

 

概要：SCI 1バイト出力関数 

宣言： 

    void sciPrintByteInt( unsigned char dmy ); 

    void sciPrintByteIntBuf( unsigned char dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 1バイトを数値表記出力（123等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 

 

sciPrintShortInt, sciPrintShortIntBuf 

 

概要：SCI 2バイト出力関数 

宣言： 

    void sciPrintShortInt( unsigned short dmy ); 

    void sciPrintShortIntBuf( unsigned short dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 2バイトを数値表記出力（12345等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 
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sciPrintByteSignedInt, sciPrintByteSignedIntBuf 

 

概要：SCI 1バイト符号付き出力関数 

宣言： 

    void sciPrintByteSignedInt( char dmy ); 

    void sciPrintByteSignedIntBuf( char dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 1バイトを符号付き数値表記出力（-123等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 

 

sciPrintShortSignedInt, sciPrintShortSignedIntBuf 

 

概要：SCI 2バイト符号付き出力関数 

宣言： 

    void sciPrintShortSignedInt( short dmy ); 

    void sciPrintShortSignedIntBuf( short dmy ); 

説明： 

 ・SCI（端末）に 2バイトを符号付き数値表記出力（-12345等） 

を行います 

引数： 

    dmy: 数値 

戻り値： 

    なし 

 

－割り込み関数－ 

 

intr_sci9_rxi 

 

概要：SCI RXI割り込み 

宣言： 

    void intr_sci9_rxi(void) 

説明： 

 ・SCI（キーボード）に入力があった際データの読み出しと、フラグ変数のセット 

を行います 
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6.7. timer 
 

agt0_init 

 

概要：AGT0初期化関数 

宣言： 

    void agt0_init(void); 

説明： 

 ・AGT0の初期化 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

補足： 

 本関数では、100us毎の周期割り込み設定となっています。 

 

agt0_start 

 

概要：AGT0開始関数 

宣言： 

    void agt0_start(void); 

説明： 

 ・AGT0のカウント開始 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 
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agt0_stop 

 

概要：AGT0停止関数 

宣言： 

    void agt0_stop(void); 

説明： 

 ・AGT0のカウント停止 

を行います 

引数： 

    なし 

戻り値： 

    なし 

 

－割り込み関数－ 

 

intr_agt0_agti 

 

概要：AGT0割り込み関数 

宣言： 

    void intr_agt0_agti(void); 

説明： 

 ・100us毎に SCIバッファの文字出力 

を行います 
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7. サンプルプログラムの変数、定数値 

 

 サンプルプログラムで使用している変数に関して示します。 

 

7.1. SLCDCで使用しているグローバル変数 

 

const char* g_lcd_terminal[] = {"P104", "P105", "P106", "P107",         //COM0~COM3 

"P113", "P301", "P302", "P303", "P400", "P401", "P402", "P411", "P410", "P409",    //SEG0~9 

"P408", "P407", "P206", "P205", "P204", "P203", "P202", "P307", "P306", "P305",  //SEG10~19 

"P304", "P808", "P809", "P114", "P115", "P608", "P609", "P610",          //SEG20~22,25~29 

"P603", "P602", "P601", "P600"};                                      //SEG30~33 

 

 COM, SEG端子として割り当てる端子定義。 

 

const char* g_lcd_vl_terminal[] = {"P100", "P101", "P103"}; 

//VL1, VL2, VL4（LCDが4COMタイプなので、VL3は使用しない） 

 

 VL端子として割り当てる端子定義。 

 

const char* g_lcd_cap_terminal[] = {"P112", "P111"}; 

 

 CAPH, CAPLとして割り当てる端子定義（抵抗分割方式では、使用しない）。 
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7.2. CTSUで使用しているグローバル変数 

 

unsigned char g_key 

 

 現在（一番強く）押されているキー番号を示す変数。（0xffの時は、どのキーも押されていないと判断） 

 ctsu_result()の戻り値を g_keyに代入。メインループ内で随時更新。 

 

unsigned char g_key_state[ ] 

 

 現在押されているキーの情報を示す変数。 

 キー数(4)の配列変数となっており、押しているキーは 1, 押されていないキーは 0が格納されます。g_key同様に、

メインループ内で随時更新されます。 

 

unsigned char g_sens[ ] 

 

 センサ値が格納される変数です。測定 ch数(4)の配列変数で、メインループ内で随時更新されます。 

 

unsigned char g_ref[ ] 

 

 リファレンス値が格納される変数です。測定 ch数(4)の配列変数で、メインループ内で随時更新されます。 

 

unsigned char g_err 

 

 CTSU測定のエラーフラグが格納される変数です。測定毎に、その時点のエラーを示すレジスタ値と ORを取って

いますので、過去に出たエラーを示しています。0であれば、エラーが出ていないことを示します。 

 

long g_initial_ref[ ] 

 

 初期リファレンス値で、CTSUSO値の最適化の際参照されます。256回測定した平均値が格納されています。

（256回の平均を計算するために、long型で定義していますが、最終的には 2バイト(0~65535)内の値となります） 

測定 ch数の配列です。 
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long g_initial_sens[ ] 

 

 初期センサ値で、非タッチ時の基準値として使用されます。256回測定した平均値が格納されています。（256回の

平均を計算するために、long型で定義していますが、最終的には 2バイト(0~65535)内の値となります）測定 ch数

の配列です。 

 

unsigned char g_status[ ] 

 

 測定 ch毎のステータスが格納される変数です。メインループ内で随時更新されます。 

 

unsigned short g_ctsu_ctsuso1_fix[ ] 

 

 CTSUSO1(CTSURICOA)の最適値検索済みを示す変数です。キー数分の配列です。 

 

unsigned short g_ctsu_ctsuso0[ ] 

 

 測定 ch毎の、CTSUSO0レジスタ設定値を保存している変数です。CTSU WRITE割り込みの際に、本変数がレ

ジスタにコピーされます。測定 ch数分の配列です。 

 

unsigned short g_ctsu_ctsuso1[ ] 

 

 測定 ch毎の、CTSUSO1レジスタ設定値を保存している変数です。CTSU WRITE割り込みの際に、本変数がレ

ジスタにコピーされます。測定 ch数分の配列です。 

 

 

unsigned short g_data_index 

 

 測定 chのインデックス変数です。CTSU READ割り込み（測定完了）時に、インクリメントされ、CTSU FN割り込み

（全 chの測定終了）時にクリアされます。 

 

double g_touch_threshold[ ] 

 

 タッチ、非タッチの閾値を示す変数です。初期値 1.2で、"t"コマンドで閾値の最適化を行うと更新されます。キー数

分の配列です。 
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volatile unsigned char g_in_measure 

 

 測定中を示すフラグ変数です。 

CTSU_STATE_IDLE(0) : 測定中ではない 

CTSU_STATE_IN_MEASURE(1) : 測定中 

CTSU_STATE_FINISHED(2) : 1セット（全測定 ch）の測定完了 

 

volatile unsigned short g_initialize_finished 

 

 初期化完了を示すフラグ変数です。 

CTSU_INITIAL_UNFINISHED(0) : 初期化が終わっていない 

CTSU_INITIAL_FINISHED(1) : 初期化済み 

 

const unsigned char g_ctsu_valid_terminal[] = {TS17, TS21, TS22, TS28}; 

 

 CTSU機能で使用する端子の設定。 

 

const char* g_ctsu_terminal[] = {"P403", "P000", "P001", "P015"}; 

 

 CTSU機能で使用する端子名の設定。 

 

const char* g_ctsu_pad_str[] = {"K4(TS17)", "K3(TS21)", "K2(TS22)", "K1(TS28)"}; 

 

 LCD タッチキー基板(RA4-LCD-TOUCH)のキーパッドと TS??の関係（メッセージ表示等で使用） 
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const unsigned short g_ctsu_pad_index [] = {3, 2, 1, 0};   //keypad K1(TS28)->ch3, 計測 ch と

keypad番号の関係 

 

 TSch(TS??)とキーパッド番号の関係。 

 

7.3. その他で使用しているグローバル変数 

 

unsigned long g_agt0_counter 

 

 AGT0の周期割り込み(100us)毎にインクリメントされる変数です。100usの倍数の時間で行いたい処理等で使用

する事を想定しています。本サンプルプログラムでは、LCDの表示更新（1/50秒）、"m"コマンドの 2秒毎に、測定値

を表示する用途で使用しています。 

 

unsigned long g_agt0_flag 

 

 AGT0の周期割り込み(100us)毎にセット（1を代入）される変数です。本サンプルプログラムでは未使用です。 

 

unsigned char g_sci_buf[ ] 

 

 SCIの出力のバッファリングに使用している変数です。sciWriteBuf等の SCI出力関数では、本バッファへのコピー

のみ行っています。2048の配列です（サイズの変更は問題ありません）。 
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unsigned short g_sci_buf_write_p 

 

 g_sci_buf[ ]用の書き込み箇所を示すインデックス（ポインタ）変数です。g_sci_buf[ ]は、リングバッファとして構成さ

れており、書き込み済み位置を本変数で示します。 

 

unsigned short g_sci_buf_read_p 

 

 g_sci_buf[ ]用の読み出し箇所を示すインデックス（ポインタ）変数です。本変数で示す位置までは、端末に表示済

みです。 

 

unsigned long g_rxi_flag 

 

 SCI入力（キーボード）が合った場合にセットされるフラグ変数。 

 

unsigned char g_rdr 

 

 SCI入力（キーボード）が合った場合に、入力データが格納される変数。 
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7.4. SLCDCで使用している定数値 

 

#define SLCDC_RESISTANCE_DIVISION (0)                   //抵抗分割 

#define SLCDC_INTERNAL_VOLTAGE_BOOST (1)             //内部昇圧 

#define SLCDC_CAPACITOR_SPLIT (2)                       //容量分割 

 

 動作モード定義。(*1) 

 

#define SLCDC_SEGMENT_OFF (0) 

#define SLCDC_SEGMENT_ON (1) 

#define SLCDC_SEGMENT_BLINK (2) 

 

 消灯、点灯、点滅を定義する定数値。 

 

#define SLCDC_DRIVE_TYPE SLCDC_RESISTANCE_DIVISION      //抵抗分割を選択 

 

 動作モード選択。0~2で、抵抗分圧、内部昇圧、容量分割を選択。(*1)で定義した定数値を指定します。 

 LCDの動作モードを変えてみたい場合に、変更してください。（内部昇圧、容量分割方式を使用する場合は、LCD

タッチキー基板のジャンパの変更が必要で、タッチキーの機能は使えなくなります。） 

 

#define LCD_TERMINALS       (36) 

#define LCD_VL_TERMINALS    (3) 

#define LCD_CAP_TERMINALS   (2) 

 

 LCDで使用する端子数の定義。g_lcd_terminal[ ], g_lcd_vl_terminal[ ], g_lcd_cap_terminal[ ]で定義している端

子数と対応させる必要があります。 

 

#define LCD_SEG23_SEG24_SKIP 

 

 SEG23, SEG24 を使わない設定。定義時、SEG0~SEG22, SEG25~SEG33を使用する設定となります。 
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7.5. CTSUで使用している定数値 

 

#define CTSU_STATE_IDLE (0)           //非測定中（測定開始待ち） 

#define CTSU_STATE_IN_MEASURE (1)     //測定中 

#define CTSU_STATE_FINISHED (2)       //全チャネルの測定が終了 

 

 フラグ変数 g_in_measureの状態を示す定数値。メインループ内では、CTSU_STATE_FINISHEDになったタイミ

ングで、キーの判定。CTSU_STATE_IDLEであれば、測定開始指示。CTSU_STATE_IN_MEASUREであれば何

も行いません。 

 

#define CTSU_INITIAL_UNFINISHED (0)    //初期化完了前 

#define CTSU_INITIAL_FINISHED (1)      //初期化完了後 

 

 初期化終了状態を示す定数値。 

 

#define TS00 (0) 

… 

#define TS35 (35) 

 

 キー等を、TS??の名称でアクセスするための定義値。 

 

#define TS_MAX (35) //RA4M1(ch数は 27, TSxxの最大値が 35） 

 

 TS端子最大数。 

 

//有効端子（TS17, TS21, TS22, TS28有効） 

#define CTSU_VALID_TERMINALS (4) 

 

 TS??で使用している端子数。（4=キーパッド数） 

 

//K1~K4 

#define CTSU_CH_NUM (4) 

 

 測定 ch数。=キーパッド数となります。 

 

//モニタ表示の頻度（n秒に 1回） 

#define CTSU_MONITOR_PERIOD (2) 

 

 "m"コマンドでの表示更新頻度。 
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//リファレンス ICOの電流オフセット調整を省略する 

//#define CTSU_REF_OFFSET_OMIT 

 

 本定数定義時は、起動後のリファレンス電流(CTSUSO1 CTSURICOA)は、固定値とします。（電流オフセット、

CTSUSO0.CTSUSOレジスタの最適化は行います）。 

 

※デフォルトでは、リファレンス電流の最適化を行っています（コメントアウトを外すと、固定値とします） 

 

#define DEBUG_PRINT 

 

 定義時は端末（仮想 COMポート）に対するメッセージの表示が多くなります。 

 

#define CTSU_TSCAP "P112" 

#define TSCAP_PDR R_PORT1->PDR_b.PDR12       //P112 

#define TSCAP_PODR R_PORT1->PODR_b.PODR12   //P112 

 

 TSCAP端子の定義です。 

 

//計測回数=1回(6bit) 

#define CTSU_CTSUSNUM (0) 

 

 1回の測定での、測定 ch毎の計測回数です（初期値は 1回）。 

 

//センサ ICO入力電流オフセット調整(10bit, 0-1023), CTSUSO検索刻み（0~1023を 1刻みで検索） 

#define CTSU_CTSUSO_TS_SEARCH_DELTA (1) 

 

 電流オフセット調整時、CTSUSOをこの値（初期値 1）ずつ増やしながら最適値を検索します。初期化に掛かる時間

を節約したいときはこの数値を増やしても問題ありません。 

 

//CTSUSO1設定 

//ゲイン=100%(2bit) 

#define CTSU_CTSUICOG (0) 

 

 電流ゲイン調整値（初期値は 0: 100%）です。 
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//ベースクロック設定=4分周(5bit)(PCLKB=60MHz, 60MHz/4(CTSUCLK)/4(CTSUSDPA)=3.75MHz) 

#define CTSU_CTSUSDPA (1) 

 

 動作クロック分周比です。初期値は 1: 3.75Mz設定です。 

 

//リファレンス ICO電流調整(8bit, 0-255), デフォルト値 

#define CTSU_CTSURICOA (65) 

 

 CTSU_REF_OFFSET_OMIT を定義して、CTSURICOAの最適化を行わない場合の設定値です。

CTSU_REF_OFFSET_OMIT未定義の場合は使用されません。 

 

//リファレンス ICO電流調整刻み（0-255を 5刻みで検索） 

#define CTSU_CTSURICOA_DELTA (5) 

 

 CTSURICOAの最適値検索時の検索増分値です。CTSURICOAのループを回すのは、比較的時間が掛かるの

で、初期値は 5ずつ増やす事としています。 

 

//非タッチ時のばらつき 3σが非タッチセンス値の 5%未満である事 

#define CTSU_NO_TOUCH_SCATTERING (0.05) 

 

 電流オフセット値最適化時、測定値のばらつきが 5%(0.05)未満となる点を探します。この値を大きくすると、

CTSURICOAは小さな値。逆に、小さくすると、CTSURICOAは大きな値となります。CTSU_REF_OFFSET_OMIT

未定義の場合は使用されません。 

 

//判定閾値（初期値） 

#define CTSU_DEFAULT_THRESHOLD (1.2) 

 

 "t"コマンドで、閾値を最適化する前のデフォルトの閾値です。 

 

7.6. その他で使用している定数値（抜粋） 
 

[sci.h] 

 

#define SCI_BUF_SIZE 2048 

 

 SCIの出力バッファサイズです。初期値は、2048文字（バイト）です。 
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[common.h] 

 

#define BOOT_LCD_MESSAGE 

 

 定義時、bootLCD, CtsuInit等のメッセージが出力されます。表示のための、起動時間が増すだけで、LCDや

CTSUの実動作には無関係ですので、メッセージの表示を抑止したい場合は、#define文をコメントアウトしてくださ

い。 

 

 

8. 備考 

 

8.1. ボード上の LED 

 

 ボードには、モニタ LED D7(P504)が搭載されています。タッチキーサンプルプログラム実行時はこの LED は点滅

しています。これは 1 セットの測定(4ch)の測定終了毎（ctsu_result()実行のタイミング）で、LED の点灯、消灯を切り

替えています。P504の端子、1回の測定にどの程度時間が掛かっているのかがモニタ可能です。 

 

 実際にモニタすると、1回の測定に 470us程度掛かっています。 
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取扱説明書改定記録 

 

バージョン 発行日 ページ 改定内容 

REV.1.0.0.0 2020.7.7 ― 初版発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ窓口 

最新情報については弊社ホームページをご活用ください。 

ご不明点は弊社サポート窓口までお問合せください。 

株式会社  
 

 

〒060-0042札幌市中央区大通西 16丁目 3番地 7 

TEL 011-640-8800 FAX 011-640-8801  

e-mail：support@hokutodenshi.co.jp (サポート用)、order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用)   

URL:http://www.hokutodenshi.co.jp   
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